
２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

１ 会議等の開催
茨城県後発医薬品の使用促進検討会議
茨城県後発医薬品使用促進にかかるワーキンググループ会議
後発医薬品使用促進地域協議会
未実施の保健所：古河保健所、竜ヶ崎保健所、ひたちなか保健所（R1.11 統合前の常陸大宮保健所では実施実績あ
り）
後発医薬品使用率が低い二次医療圏：鹿行、筑西・下妻
地域フォーミュラリ導入による薬剤費削減効果が大きい二次医療圏：取手・竜ケ崎、水戸
地域フォーミュラリに関するアンケートにご回答頂いた中核病院が多く、協力を得ることが期待出来る二次医療圏：水
戸、取手・竜ケ崎、つくば（回答があった５病院の内、現在地域フォーミュラリの策定されていない施設はそれぞれ４、
５、１病院。地域で計画が立ち上がった場合、「参画する」「内容によっては参画する」と全ての施設から回答頂いてい
る）
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２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

２ 啓発・情報提供
ラジオＣＭ
出前講座（薬剤師派遣事業）を活用した啓発
リーフレット、ポスター等啓発資材の作成及び配布
薬と健康の週間、その他県内各地のイベントでの啓発
インターネット等を活用した県広報媒体での啓発
市町村と連携した情報発信
（資材提供、会議等での説明等）
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２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

２ 啓発・情報提供
鉄道・バス車内における広告
新聞における広告
ＷＥＢバナー広告
各情報媒体への記事の寄稿
デジタルサイネージ広告（ファミリーマート）
令和８年県民手帳への後発医薬品啓発広告の掲載
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バイオシミラーの一般住民における認知度が低い
ことから（参考：【別添３】R5いばらきネットモニ
ターアンケート結果）、バイオシミラーについての
内容も含め、引き続き広告を継続する。

【令和５年度いばらきネットモニターアンケートの結果】
住民の後発医薬品の認知度は高い一方

バイオシミラーの認知度は低い

後発医薬品を知っている
割合または
使用したことがある割合は
９割を上回る

バイオシミラーを知らない割
合は約９割であり

バイオ医薬品を使用してい
る層に限っても約４割

（御意見を頂きたい事項）
・ バイオシミラーを一般の方に周知するにあたって、効率的な方法は？
・ 広く周知するよりも、バイオ医薬品を使用している患者が選択する機会を得られる
ようなピンポイントな周知を行う方が効果的か？

２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

２ 啓発・情報提供
医療関係者へのフォーミュラリ普及啓発用資材（冊子等）の作成
地域フォーミュラリやバイオシミラーに関する講習会の開催
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（参考）今年度実施のアンケートへの回答：病院・診療所

●既に地域フォーミュラリを策定している施設が希望する行政の支援 ●地域フォーミュラリを策定していない施設が希望する行政の支援

（御意見を頂きたい事項）
・ 冊子、講習会についてどのような内容であれば取組が活性化すると思われるか。
（有識者の経験や県内既存事業の横展開、導入による経済性評価 等）



２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

２ 啓発・情報提供
医療関係者へのフォーミュラリ普及啓発用資材（冊子等）の作成
地域フォーミュラリやバイオシミラーに関する講習会の開催
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（参考）今年度実施のアンケートへの回答：薬局

●既に地域フォーミュラリを策定している薬局が希望する行政の支援 ●地域フォーミュラリを策定していない薬局が希望する行政の支援

２ 今後の事業計画（骨子）について（案）

３ 安全・安心の推進
後発医薬品の安心・安全を確保するため、
県衛生研究所における試験検査を継続

４ その他の取り組み
生活保護受給者への対応（県福祉人材・指導課）
差額通知事業の推進（県保健政策課国民健康保険室）
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